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背景

宇宙論的スケールの磁場 -> 宇宙磁場

宇宙磁場の起源、構造、強度 = ???

宇宙論的な観測量(熱的SZ効果)から

宇宙磁場のモデルを制限
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概要

宇宙磁場のモデル

↓（計算）

バリオン流体の熱史・電離史

↓（解析）

熱的SZ効果への影響
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宇宙磁場のモデル

と によって磁場のモデルが決定
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大：スケールによる磁場の変化 大
小：スケールによる磁場の変化 小



磁場のパワースペクトル
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宇宙磁場の最大波数

カットオフ波数は 波の減衰による
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• イオン・自由電子

> 磁力線に沿って運動

• 中性粒子

> 磁場の影響なし

⇒相対速度によって磁場が散逸 ( 散逸)

散逸
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バリオン流体の熱史

: ガスの温度, : CMB温度, : 電離度
:drag係数
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バリオン流体の電離史

: 再結合係数, : 光子電離係数, 
: 衝突電離係数, 
: 水素原子の基底状態の束縛エネルギー
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CMB の y-distortion

CMB (ESA and the Planck Collaboration)

Hot gas
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y-parameterの空間異方性

から への
フーリエ変換

に依存

のみに依存
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y-parameter

のパワースペクトル
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|rotBxB|^2のパワースペクトル
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計算手法

• 磁場は時間進化せず一回の計算で一定

• yパラメータは z=500から11まで積分
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結果

preliminary
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まとめ

• 宇宙磁場のモデルに制限をつけたい

• 様々な磁場の強度とP(k)の指数を与え、それに
対応した磁場をランダムに生成

• 生成した磁場からガスの温度進化を計算した

• y-パラメータのパワースペクトルを計算した

• カットオフ波数の位置とパワースペクトルの強
度から宇宙磁場のモデルを推定できる？
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